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滴下による腐食性評価

試料を加温しながら各種溶液の滴下による腐食性を評価いたします。

各種溶液の滴下による腐食性評価

Cat.No 3E6J-077-00-230707

海水、洗浄水などの飛沫を浴びるような環境で使用される材料を想定して、溶液を直接滴下することにより実環境を模擬
した環境下での腐食を再現することができます。試料を加温することによる加速試験も可能です。また、ワンショット3D形状
測定機(VR-6000)と組み合わせることで、試験後の表面の腐食形態を数値化することができます。

写真2 滴下試験後の試料表面形状の一例

写真1 滴下試験装置の全体写真と試料セット状況

試験装置の特徴

試験装置の構成と試料セット状況を写真1に示します。

・ 試料サイズ：最大50mm×50mm（厚み：5mm程度） ※ ご希望のサイズありましたらご相談ください

・ 試験溶液： 水溶液（酸、アルカリ可）

・ 試料温度： 40℃～100℃ ※ より高温の場合、ご相談ください

・ その他： シース熱電対により試料の表面温度を連続的に記録することが可能です(図1)

※ 試験装置は、お客様のご要望の試料に合わせて改造することは可能ですので、お気軽にお問い合わせください

● 試験後試料の表面形状観察

・ 写真2で示すように、試験後試料の表面粗さなどの表面形状を、汎用性の高い非接触型測定装置により測定可能です。
（Cat. No. 3E2J-214-00-220818 『精密3D形状測定～表面粗さから部品形状測定まで～』）
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図1 滴下試験中の試料表面温度計測の一例（目標温度100℃）


